
【 環境 / environment 】 
 

 選手たちの才能を伸ばすうえで大切な要素は「 環境 」です。 

矢板 SC には世代トップクラスの環境が整っています。 

 

【 グラウンド 】 

矢板中央高等学校サッカー部のグラウンドを使用し、 

人工芝・ナイター・クラブハウス・といった充実した 

環境が整っています。 

 

 

 

【 指導者 】 

                        矢板 SCは矢板中央サッカー部の指導者が兼任し、 

指導をおこなっております。ユース世代の国内トップクラス 

を知る指導者がジュニアユース世代で習得必要なものを見

極め指導にあたります。 

U１５：２名 U１４：２名 U１３：２名 GK：２名 

計８名の指導者が各カテゴリー２名ずつ指導にあたります。 

 

 

 

【 試合環境 】 

日本サッカーが世界に勝つために見直されているもののひとつに 

選手たちの試合環境があります。日本の主要大会はいわゆる横割り構造 

になっていて、中学生は中学生の大会、高校生は高校生の大会、 

といったように学年で出場できる試合に制限があります。もちろんそれらは 

安全面などでは適切な環境ではあります。しかし中には中学生ながら 

高校レベルの試合に出場できる能力のある選手もいます。 

大切なことはその選手に合ったレベル（負荷）で練習や試合をすること。 

「 簡単すぎれば全力を出せない、難しすぎればつまらない 」 

 我々指導者の役目は、選手の能力を見極め適切な環境を与えることです。 

矢板 SCの選手は矢板中央の試合（公式戦含む）に出場することができます。 

中学生ながら高校トップクラスのレベルを経験できます。 


